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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和７年１１月２５日（火）  

 

２ 確認箇所 

・Ｊ８タンクエリア、Ｊ９タンクエリア（図１） 

・Ｈ１タンクエリア（図１） 

 

３ 確認項目 

（１）Ｊ８タンクエリア、Ｊ９タンクエリアの解体作業状況 

（２）Ｊ８タンク内処理途上水のＨ１-Ｇタンクエリアへの移送状況 

 

４ 確認結果の概要 

（１）Ｊ８タンクエリア、Ｊ９タンクエリアの解体作業状況 

処理途上水を保管しているＪ８タンクエリア及びＡＬＰＳ処理水を保管し

ていたＪ９タンクエリアでは、３号機の燃料デブリ取り出し関連施設の建設

が予定されている。Ｊ９タンクエリアでは、エリア内に設置された溶接型タ

ンク及び付帯設備の解体作業が令和６年度下期から令和７年度末にかけて計

画されており、Ｊ８タンクエリアではタンク内の処理途上水移送が９月２５

日に完了、今年度中の解体に向けた準備が進められている。 

県では、Ｊ９タンク解体工事の実施状況について継続的に確認しており、

本日もその確認を行うと共にＪ８タンクエリアからの処理途上水の移送状況

を確認した。（前回確認：令和７年１０月１６日） 

・Ｊ９タンクエリアでは１２基全ての溶接型タンクの解体及びコンクリート

堰の解体が完了していた。（写真１） 

・これまでＪ９タンクエリア内及び北側にはタンク解体片が整頓の上、大量

に仮置きされていたが、解体片の一部を残し、ほぼ全ての解体廃棄物が搬

出されていた。また、コンクリート堰（内堰・外堰とも）は、全て撤去さ

れ、解体物（コンクリートがら）も全て搬出されていた。なお、確認した

範囲において、これら解体物の飛散等はなかった。（写真２） 

・Ｊ８タンクエリアでは、前回の確認時に北西側タンク底部の残水を移送す

るための車両（大型吸引車）が停車しており、タンク内の清掃等が行われ

ていたが、今回の確認時には作業は行われていなかった。なお、確認した

範囲において漏水は認められなかった。 

 

（２）Ｊ８タンク内処理途上水のＨ１-Ｇタンクエリアへの移送状況 

Ｊ８タンクエリアに貯留している処理途上水※をＨ１-Ｇタンクエリアへ移

送し、Ｊ８タンクの解体に向けた準備が進められていることから、当該移送

ライン及び移送作業等の状況を確認した。 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/714132.pdf
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・ 現場確認時、Ｊ８タンクからＨ１-Ｇタンクへ向けての処理途上水の移送は

完了しており、作業は行われていなかった。 

・ Ｊ８タンクからの移送ラインにおける仮設移送ポンプ及び移送先のＨ１-Ｇ

タンクまでの移送ライン（ＡＬＰＳ払出管：既設パイプを使用）ともに、

確認した範囲では漏えいは認められなかった。（写真３） 

・ 漏えい検知警報盤は単管パイプに掛けられ、ビニールで養生された状態で

設置されており、東京電力によると、移送作業時は、漏えい検知警報盤前

に作業員を１名以上常駐させて迅速検知を可能にするとのことであった。

（写真４） 

 

※ 処理途上水：多核種除去設備にて処理した水のうち、放射性物質濃度が規制基準値未満になるまで放

射性核種を除去できていない水。今後、多核種除去設備等にて再度処理される。 

 

 

 

（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 
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（写真１①）堰の解体状況① （写真１②）堰の解体状況② 

（写真１③）溶接タンクの解体片 （写真１④）不用品の整理状況 

（写真２①）Ｊ８タンクの状況 （写真２②）Ｊ９タンクエリアの整理  

状況 

（写真３①）Ｈ１－Ｇタンクへの移送ライン  

       ① 

（写真３②）Ｈ１－Ｇタンクへの移送ライ 

ン② 

内堰の斫り跡 

Ｊ８タンク群 

Ｈ１-Gタンクへの移送パイプ群 

Ｈ１-Ｇタンク 
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（写真４①）Ｈ１―Ｇタンク堰内の 

状況① 

 

（写真４②）Ｈ１―Ｇタンク堰内の 

状況② 

  

 

（写真４③） 

受けパン内に設置されている漏えい

検知器。 

 

５ プラント関連パラメータ確認 

  各パラメータについて、異常値は確認されなかった。 

 

漏えい検知器 

受けパン 


